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三月二十一日（火曜日）
春分の日
午後三時～

龍泉寺本堂にて

右日程にて、恒例となりました
春彼岸法要をつとめます。
御時間つけてお御参り下さい。
法要終了後、
お茶と御菓子で御接待させていただきます。
皆様の参拝を

お待ちして

おります。
飛騨三十三観音霊場参拝
前年秋に秩父三十四観音霊場を巡礼させていただきました。
今回は円空仏を数多く有する飛騨路を二回に分けて、それぞれ二泊三日で巡ってみようと計画しています。御都合つきましたら自らの思いを秘めて観音霊場を巡ってみませんか。第一回目は五月下旬を
予定しております。詳細につきましては、別紙添付資料を参考にしてください。
　　　
　
龍泉寺五世圓鏡徹英和尚
本葬の御案内

令和四年十月二十六日の朝、世寿一〇三歳をもって遷化いたしました。大正八年五月二十八日に、この世に生を受け大正・昭和・平成・令和の時代を過ごしてまいりました。昨年のお盆の頃でしたか、夏の暑さに少しまいっていた気がしますが食欲もあり少し手助けをしてあげれば、自分で何もかも出来ていました。九月に誤嚥性肺炎で入院、御前崎市総合病院から老健はまおかさんに転院、転院日、家内と二人で顔を見たのが最後となりました。転院の翌日、電話をいただき駆け付けましたが息を引き取った後でした。思い起こせば、この龍泉寺を農協に勤めながら護持していただきました。平成十一年に退董、代を譲ってからは、私たちの行う寺院運営に口出しすることなく、温かく見守っていただきました。晩年は自分の葬儀をこんな形で営んでくれと言っていましたので、意を汲んでつとめたいと考えております。四月に入りまたら改めて詳細日時を御案内させていただきます。先ずは日程まで
大夜

令和五年五月十二日（金）

本葬

令和五年五月十三日（土）

の両日です。御都合つきましたらご焼香いただければ幸いです。

おもしろ問答─仏壇の花
【源八】和尚さん、またつまらない質問なんですが……。
【和尚】イヤイヤ、源さんの質問は素朴でいながら、なかなか鋭いところがあるからおもしろいよ。今日はどういうことだい？
【源八】イエね、お寺の本堂なんかで仏さんに花を供えますが、あれはどうして仏さんの方に花を向けずに、こっちに向けて供えるんですかね。お墓や仏壇の場合もそうですが……。
【和尚】なるほど。仏さんに供えるんだったら、仏さんの方に向ければいいのに、ってわけかい。
【源八】そうなんですよ。たとえば人に花束をプレゼントするときなんかは、差し上げる人の方に花を向けて渡しますよね。
【和尚】たしかにそうだね。だけど源さん、花束を受け取った人は、その後でその花束をどうするかね。
【源八】もちろん、ありがとうといって、花を花瓶に活けるでしょうね。
【和尚】うん、まぁそれはそうだが、たとえば舞台なんかで花束を受け取ったときなんか、それを皆さんの方に向けて持つだろう。
【源八】それはそうですね。
【和尚】それはどういうことかというと、きれいな花をいただいてありがとう、という気持ちでもって、それをみんなに見てもらうんだね。
【源八】しかし、中にはそれでハナを高くする人もいますよ。
【和尚】花をもらって鼻を高くするわけか。しかしね、仏さまはそんなことで鼻を高くなんかしないで、受け取られた花を、今度は私たちの方へ向けてくださるんだ。すると本堂や仏間が明るく美しくなるし、キレイな花を見て私たちの心も明るくなる。そういう意味をこめて、花を供えるときにはこちらに向けて供えるんだよ。
【源八】要するに、仏さまが私たちに花をもたせてくださってるわけだ。
【和尚】というよりも、仏さまの方は、目にみえる花がなくても、常に花に満ちた浄土におられるんだが、私たち心の貧しい者は、花でも見て、少しでも心を豊かにする必要があるのさ。つまり私たちは、仏さまに花をささげることで、逆に仏さまから花をいただいていることになる。慈悲と利他という花をね。
【源八】なるほど。そういう風に考えれば、わかりやすいわけですね。フンフン。ところで和尚さん、今日はまだお茶をいただいてないんですがね……。少し喉が渇いてきまして……。
【和尚】あぁそうだったな……、それはすまない。今すぐお茶をいれるよ。
【源八】それから、できましたら、こないだ頂いたけっこうなお饅頭も一緒にお願いします。図々しいようですが……。
【和尚】ハイハイ、源さんには花より団子ってわけだね。
【源八】和尚さんもウマイね。座布団を一つあげましょう。
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